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タイ人日本語学習者の語彙学習ストラテジー選択に対する学習者要因の影響

一日本在住のタイ人日本語学習者を対象に一

アッタイエム タナポン

1. はじめに

言語の学習において、 「語彙」の学習は不可欠な要素の 1つである。しかし、時間が限

られた実際の授業の中では教師が学習者に必要なすべての語菓を教えるのは不可能である

ため、語彙学習については、ある程度学習者の自学自習に任せることになる。よって、学

習者の効率的な語彙学習を支援するために、教師側がどのように語彙を教えるかだけでな

く学習者側もどのように学んだ方がいいかを検討する必要がある。

近年の語彙学習ストラテ ジー研究では学習者のストラテジー選択に強く関わっている要

因がいくつかあることが指摘されている。例えば、 学習者はどこで 日本語を学習している

かという学習者の学習環境、日本語能力などである。 しかしながら、これらの各要因をそ

れぞれ調べた先行研究はあるものの、 同じ日本語学習者を対象に学習者のストラテジー選

択に関わる複数の要因を同時に検討することはなかった。そこで、本研究では、効果的な

語彙学習ストラテジーを検言寸するためには、まず、学習環境などのような要因と語彙学習

ストラテジーの関係を調査する必要がある。

以上を踏まえ、本研究では 日本在住タイ人 日本語学習者の語彙学習ストラテジーを明ら

かにすることと、学習の態度と自 己評価による成功度という要囚と語彙学習ストラテジ一

がどのように関係しているかということを明らかにすることを目 的とする。

2. 先行研究

2.1語彙学習ストラテジーの定義

学習ス トラテジーの定義及び分類で代表的な研究として、 Oxford (1990)が挙げられる。

Oxford (1990) は、学習ストラテジーを「学習をより易しく、より速く、より楽しく、よ

り自主的に、より効果にし、かつ新しい状態に素早く対処するために学習者がとる具体的

な行動である」と定義した。そして、学習ストラテジーを、直接ストラテジーと間接スト

ラテジーの大きな 2つのカテゴリーに分類した。直接ストラテジーはさらに記憶ス トラテ

ジー、認知ストラテジー、補償ストラテジー、間接ストラテジーはメタ認知ス トラテジ一、

情意ストラテジ一、社会的ストラテジーの 6つのカテゴリーに分けられる。 しかし、これら

全ては言語学習全般に関係するもので、語彙学習ストラテジーに焦点を当てたものではない。

語彙学習ストラテジーに特化 したものとしては、Nation (200 I)がある。Nation (2001) 

では、①選択ができる 、（複数のストラテジーの中から選べる）②複雑である、 （複数の学
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習段階がある）③ トレーニングによって、知識が増え、利益が得られる。④語彙の学習と

使用の効率が高まるといった 4条件を満たすものが語彙学習ストラテジーだとされる。

以上の先行研究における言語学習ストラテジー及び語彙学習ストラテジーの定義を踏ま

え、本研究では「語彙学習ストラテジー」を「ある学習の成功を目的にして、学習者が自

分の学習で最大の効果を発揮しようとするために用いる様々な手段、方法、行動」と定義

する。

2.2日本語学習者を対象にした語彙学習ストラテジーについての研究

外国語として日本語を学ぶ人を対象とした語彙学習ストラテジーの研究は、これまで

多くなされている。その多くは、 Oxford(1990)のストラテジーの分類を参考に、それら

を見直して日本語学習者の語彙学習ストラテジーを調査したものである。

まず、横須賀 (1995)では、 Oxford(1990)のストラテジ一分類に基づいて、日本語の語

彙学習ストラテジーを調査し、上位群の選択したストラテジーが有効なストラテジーであ

る可能性があると結論づけた。 しかし、対象者の中には日本に留学した経験がある者もい

るため、有効とされた語彙学習ストラテジーは学習環境による影響も否定できないと考え

られる。さらに、これまでの研究では JFL環境にある学習者を中心に研究が行われてきた

傾向にあることから、 .JFLと異なる学習環境にある JSL学習者が使用している語彙学習ス

トラテジーについても検討する必要がある。

また、学習者の語彙学習ストラテジー選択には，学習環境以外に学習者の個人的な要因

が関わっている（朴 2010)との報告もある。朴 (20l 0)は、四年制大学の 4校の 日本語関

連学科で勉強している学生 233人を対象とし、 日本語専攻の韓国人学習者が 日本語を習得

する過程で使用 している学習ストラテジーの構造を分析することによって、どのような要因

が学習者の学習ストラテジーに影響を与えているのかを調査した。その結果、 「日本語好

き」 「来日経験あり」 「高校での 日本語選択」の 3つの要因が語彙学習ストラテジーの使

用に重要な働きをしていることがわかった。

このような語彙学習ストラテジーと学習の対する態度の関係は、 Auttaiem& Pengnate 

(2015)にも示されている。Auttaiem& Pengnate (2015)は日本語を学習している大学生を対

象にし、学習者が選択する語彙学習ストラテジーを調査した。その結果、タイ人 日本学習

者が使用している語彙学習ストラテジーの現状及びそれぞれの学部の学習者の間に差異が

あることが分かった。その理由については語調査のアンケートのコメント欄によると、情

報学部の学生は 日本のアニメや音楽を好む傾向があるに対し、工学部の学生はそのような

傾向はなかったことが明らかになった。この研究結果から、学習者の嗜好の違い、そして

それにともなう学習の動機、あるいはモチベーションが 日本語学習に対する態度につなが

り、語彙学習ストラテジーの選択に影響を与える要因である可能性が示唆された。本研究

では、学習のモチベーションを直接的に測定し影響を検討することは困難であるため、学
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習に対する態度の他、学習者が 日本語学習に成功していると感じること、つまり日本語能

力に対する学習者の自己評価が高くなることが、学習のモチベーションが上がることに間

接的に影響すると予想し、学習者の自 己評価による成功度と語彙学習ストラテジーの関係

を検証する必要があると考えた。

以上の点から、本研究では学習者の日本語に対する態度や日本語学習に対する自己評価

による成功度が語彙学習ストラテジー選択に影響する要因として、これらの要因とストラ

テジー選択に着目する。加えて、 Auttaiem& Pengnate (2015)のア ンケー トのコメ ント欄に

は、アンケートの選択項目にないメディアや SNSに関する語彙学習ストラテジー（例：

Facebook、YouTube等）についても言及されていた。確かに、語彙学習ストラテジーは固

定的なものでな く、 時代や技術の進歩等のような因子に影響を受け、変化することが予想

される。そこで、今までの先行研究にない語彙学習ストラテジーが使用されている可能性

があることも考慮に入れ、本研究ではそのような「新しい」語彙学習ストラテジーにも注

目する。以上を踏まえ，本研究では以下の 3点の仮説をたてた。

① 日本在住タイ人日本語学習者の語彙学習ストラテジーの特徴として日本に住むこと、

または 日本の環境を利用した語彙学習ストラテジーが多く使用されている。

② 学習者の日本語学習に対する態度及び自己評価による日本語学習の成功度が語彙学習

ストラテジーに影響を及ぼす。

③ 現在の技術を利用する語彙学習ストラテジーを活用している。

3. 調査

3.1対象者

日本在住のタイ人 日本語学習者 71名を対象として調査を行った。 日本在住の学習者の

語彙学習ストラテジーの傾向及び特徴を検討するために、① 「日本で日本語を学習してい

る人、または 日本で 日本語を学習した経験がある人」② 「タイで 日本語を学習した経験が

なく、日本で日本語を勉強し始めた人」という 2つの条件を満たす学習者を募集した。

3.2調査方法

中西 (2008)では、ストラテジー調査の自由記述式ア ンケー トでは学習者はその場で思い

出せる情報しか記入しないことを調査の限界として挙げた。そこで、本研究では信頼性の

高いデータを収集するために、自由記述式も選択式アンケートも両方実施することにした。

3.2.1フェイスシート

本研究は学習者の語彙学習ス トラテジーと日本語学習に対する態度及び学習の成功度の

相関関係を検討するため、学習者の背景並びに意見を調査するためにフェイス シートを利

用した。フェイスシートの項目では、①性別 ②職業 ③所属（学生の場合のみ）④ 日本
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滞在期間 ⑤日本語学習時間（一週間に何時間くらい日本語を勉強しているか）⑥JLPT (ど

のレベルに合格 ・不合格したか）⑦日本語学習に対する態度（とても好き ・やや好き ・普

通 • あまり好きではない ・ 全然好きではない/5 段階選択） ⑧ 日本語学習の理由 （就職・進

学 ・両親 ・ 友達 • その他から 1つ選択）⑨ （自己評価で）日本語学習の成功度（とても・や

や ・ 普通 • あまり ・ぜんぜん/5段階選択）とその理由について質問した。

3.2.2 4段階選択式アンケート

自由記述式アンケートだけのストラテジー調査の欠点について指摘した中西 (2008)では、

学習者の語彙学習ス トラテジーの予備知識がない場合、その回答は 自分の 目に見える語彙

学習ストラテジーに限定されると述べている。そこで、語彙学習ストラテジーがどのような

ものであるか例示する 目的で、本研究は自由記述式アンケー トの前に、Auttaiem& 

Pengnate (2015)の結果を参考に選択式の質問をした。Auttaiem& Pengnate (2015)の5段階

選択式アンケートで平均値が 3.5以上であった項目をよく使用されている項目と考え、 11

項目の語彙学習ス トラテジー（表 l参照）を利用する ことにした。その語彙学習ス トラテジ一

を頻繋に使用するかという質間に対して、 「いつも使用する」 「時々 使用する」 「あまり

使用しない」 「全然使用しない」の 4段階選択式アンケートを作成した。また、上記の項

目にない語彙学習ストラテジーを使用している場合は、その語彙学習ス トラテジーも記入

してもらった。

3.2.3自由記述式アンケート

効果な語彙学習ス トラテジーについて検討するために、学習者に自分が最も効果的なス

トラテジーだと思うもの上位 3項目を順に記入してもらった。また、どうしてその語彙学

習ストラテジーが有効だと思うのかという理由も記入してもらった。

4. 調査結果

4.1日本在住タイ人日本語学習者の語彙学習ストラテジ一の特徴

まず、日本在住学習者の語彙学習ストラテジーの特徴を探るために、選択式アンケー

トを分析した。表 l語彙学習ストラテジー11項 目の結果を示す。表 1を見ると、 4段階評

価で最も「いつも使用している」が選択された語彙学習ス トラテジーは「学習した語彙で

会話をしたり、文を書いたりする」、 「辞書や教科書で語彙の意味を探す」、 「漢字や文

脈を利用して語彙の意味を予測する」、 「友達や教師から語彙の意味を尋ねる」である。

ストラテジーの項目を参照すると 、 「辞書や教科書で語彙の意味を探す」を除いて、本研

究の学習者によく使用されていたストラテジーは全て日本に住む環境を利用する語彙学習

ストラテジーであり、この点では仮説①を支持する結果が得られた。これらは日本在住学

習者の語彙学習ストラテジーの特徴である可能性を示唆された。一方で、 Auttaiem& 
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Pengnate (2015)では、上記の語彙学習ストラテジーはいずれも学習者によく使用された語

彙学習ストラテジーであったが、今回の結果では「あまり使用しない」と「全然使用しな

い」が選択されるストラテジーがあった。

表l 語位学習ストラテジー（選択式アンケー トII項 目）の結果

項目 いつも 時々 あまり 全然

番号 ストラテジ一 人数 平均 人数 平均 人数 平均 人数 平均

（人） （％） （人） (%) （人） （％） （人） (%) 

I 繰り返し書いて暗記する 12 16.9 23 32.3 24 33.8 12 16.9 

2 
学習した語簗で会話を したり、文を

42 59.) 24 33 8 4 5.6 I 1.4 
書いたりする

3 辞古や教科書で語菓の意味を探す 45 63.4 18 25,3 8 11.3 

゜゜
4 語旗を発音する 25 35.2 30 42.2 15 21.1 I 1.4 

5 
自分で語飲の知識を試す 例，日本語で

8 11.3 24 33.8 26 36.6 13 I 8.3 
言築を苔いて、タイ語に翻訳する

6 
漢字や文脈を利用 して語集の意味を

39 54.9 15 21.1 14 19 7 3 4.2 
予測する

7 語奨学習の 目標を立てる 12 16.9 24 33.8 27 38 8 I 1.3 

8 自分を励ます II 15.5 23 32 4 29 40.8 8 11.3 

， 学習や暗記の道具として語槃の意味
7 9.8 II l5 5 32 45 21 29.6 

の図をつくる

IO 友達や教師から語梨の意味を尋ねる 37 52.1 20 28.2 12 16.9 2 2.8 

11 
自分が作ったテストを利用 して、語

5 7 15 21.1 31 43.7 '.20 28.1 
枇学習の結果を評価する

注：太字の数字は人数及び平均値が高かった群を示す

これには 2つの理由が考えられる。1つは、学習者の言語使用環境の違いである。

Auttaiem & Pengnate (2015)の学習者は全員タイで日本語を学んでいる学習者であるのに対

し、本研究の学習者は全員日本在住で、日本語教育も日本国内で受けている。そのため、

必ずしも目標言語環境でなくても使用できるストラテジー（例えば、 「自分で語彙の知識

を試す］）は積極的に使用するには至らなかった可能性がある。もう 1つの、先行研究と

異なる結果が得られた理由としては、両研究の学習者の日本語能力の違いが考えられる。

本研究の学習者の日本語能力試験合格級は NI-N2の人が多いのに対し、 Auttaiem & 

Pengnate (2015)の学習者が日本語を学ぶ機関の日本語能力試験合格目標レベルは、 N4程

度で初級レベルである。これまでの先行研究（中村 1997など）では， 日本語能力下位群は

上位群より多様な学習ストラテジーを使用しており 、特に下位群は上位群より「繰り返し

書いて暗記する」などの学習を意識的に進めるストラテ ジーが有意に多用されていること

が報告されている。そうであれば、 Auttaiem& Pengnate (2015)でよく使用されていた語彙

学習ストラテジーが、本研究の調査ではあまり使用されていなかったことについて説明がつく。

次に、 学習者が「効果的である」と考える語彙学習ストラテジーを 3項目自由記述で挙

げてもらった。のべ213の回答のうち、同じ意見であるものをまとめたところ、 22項目の

語彙学習ストラテジーが挙げられたことが確認できた。表 2に、自由回答で得られた、日
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本在住のタイ人日本語学習者の考える「効果的である」語彙学習ストラテジ一項目とその

選択率を示す。表2を見ると、 71名の学習者がち最も選択していた語彙学習ストラテジ一

は、 「実際に使ってみる」であることがわかった。 「実際に使ってみる」とは、学習した

語彙を使用 して文を作ったり、実際の会話で使ったりすることを指す。

表2 タイ人学習者が考える「効果的である」語梨学習ストラテジー上位3項目 (I-JO位のみ）

1位 2位 3位
順位 ストラテジ一項目 全体 平均

人数 ％ 人数 ％ 人数 ％ 

I 実際に使ってみる（会話、文を作るなど） 30 42.3 6 8.5 ， 12.7 45 63 4 

2 メディア 6 85 ， 12.7 13 18.3 28 39.4 

3 教師や友達から語羹の意味を尋ねる 6 85 15 21.l 6 8.5 27 38 0 

4 辞苫や教科害で意味を探す 6 8.5 8 11.3 6 8.5 20 28.2 

5 繰り返し書いて暗記する 5 7.0 4 5.6 6 8.5 15 21.1 

6 漢字や文脈を利用して語紐の意味を予測する I 1 4 3 4.2 10 14.1 14 19 7 

7 語槃学習の道具をつくる（ワードリスト、図など） 4 5.6 7 9.9 I 1.4 12 16.9 

8 語彙を発音する

゜
0.0 3 4.2 6 8.5 ， 12.7 

， 実践の機会を求める 4 56 3 4.2 2 28 ， 12 7 

10 学習の 目標を立てる I I 4 3 42 2 28 6 85 

次に選択されていたストラテジーは、 「メディア」であった。 「メディア」とは、日本

語のニュース、アニメ、テレビ番組、漫画などを利用して、その中に含まれる語彙を学習

するというものである。その次に選択されたストラテジーは、 「教師や友達から語彙の意

味を尋ねる」であった。 「教師や友達から語彙の意味を尋ねる」とは、日本人の友逹や教

師から分からない語彙の意味や用法を尋ねることを指す。このストラテジーについて学習

者のコメントを参照すると「贔n11(11),J~両団伽畑叩峠躙伍岡殉n恥（日本人から直接聞く

ため正確に語彙の意味や 用 法を知ることができる）」

信1和」~1責和恥m囀釦叩譴曲和」~1nflu咽→（母語話者の回答だから信用できる）」との

回答があった。Auttaiem& Pengnate (2015)の学習者は日本語母語話者が少ない環境にいる

タイ 在住で初級学習者であるため、 「教師や友達から語彙の意味を尋ねる」を多用 してい

るにもかかわらず、正確な意味や用法を求めるより、辞書や教科書を引く時間を節約して

素早く答えが得られるという目的であったと考えられ、両者のストラテジー選択の目的は

質的に異なる。このよう に、上位 3項目の「効果的である」語彙学習ストラテジーを見て

みると、日本人が周囲にいる、もしくは日本語が使われるメディアが簡単に入手できる、

などという日本語の環境を利用したストラテジーであると考えられる。仮説①を支持する結果が

得られた。」

4.2選択式アンケート項目にない語彙学習ストラテジ一

Auttaiem & Pengnate (20 l 5)では、コメ ン ト欄に学習者が選択式アンケートにない語彙学

習ストラテジーを記入した学習者がいた。このことから、語彙学習ストラテジーは技術の
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進歩等のような様々な要因で変化していく可能性があると推察した。それを踏まえ、本研

究はもし上記の選択式アンケートの項目にない語彙学習ストラテジーを使っている場合は、

そのストラテジーを記入してもらうこととした。結果として、以下のストラテジーが学習

者から挙げられた。①意識的に暗記するストラテジー、②メディアを利用するストラテジ

ー、③実践の機会を求めるストラテジ一の 3項目である。まず、 11項目のストラテジーに

ある「繰り返し書いて暗記する」に対して、①意識的に暗記するストラテジーというのは

学習者が何も考えずにただ書いて暗記しようとするのではなく、 「語葉を紙に書いて、部

屋の見えやすい所に貼って暗記する」、 「漢字の由来を検索して、意味と 由来の連想をス

トーリーに結び付けて暗記する」等の様々な方法を工夫して、 自分の学習スタイルに合わ

せて語彙を記憶していると言える。次に、②メディアを利用するストラテジーは、メディ

アとはドラマ、アニメ、ニュース、テレビ番組、インターネットから語彙を学習するスト

ラテジーである。つまり、これは技術の進歩と共に工夫されている語彙学習ストラテジ一

とも考えられる。最後に、③実践の機会を求めるストラテジーであり、具体的には、学習

者が学習した語彙を使う機会を待つだけではなく、 パーティーや飲み会等、その学習した

語彙が使える機会を求めることを指している。

以上は選択式アンケートの項目にない学習者が記入した語彙学習ストラテジーであ り、

仮説③を支持する結果が得られた。

4.3日本在住タイ人日本語学習者の語彙学習ストラテジーと個人的要因の関係

次に、フェイスシートで質問した学習者の 日本語に対する態度と自分の 日本語学習の

成功度に対する自己評価 という 2つの要因を分析し、語彙学習ストラテジーと個人的要因

の関係について検討する。

4.3.1日本語に対する態度と語彙学習ストラテジーの関係

フェイスシートの質問項目「日本語の学習が好きですか」に対する回答は、 「とても好

き」が 16名 (22.54%)、 「やや好き」が 26名 (36.62%)、 「普通Jが 17名 (23.94%)、 「あ

まり好きではない」が 12名 (16.90%)、 「全然好きではない」が 0名 (0%)であった。表 3

に示すのは、日本語学習への態度で分けたグループ別の「効果的である」と考える語彙学

習ストラテジー上位 5項目をまとめたものである。

表3 学習者の 日本語に対する態度と学習者の考える効果的な語嚢学習ストラテジー（最 も選択されたストラテジーのみ）

とても好き やや好き 普通 あまり

順位 16人 順位 26人 順位 17人 順位 12人

ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ 

I メディア 68 8 I 実際に使ってみる 73.1 I 尋ねる 47 I I 実際に使ってみる 75 0 

2 実際に使ってみる 62 5 2 メディア 34.6 2 実際に使ってみる 41.2 2 練り返し占いて時記する 33.J 

J 尋ねる 43 8 3 辞書 34 6 3 メディア 41.2 3 尋ねる 33 3 

4 辞甚 37.5 4 尋ねる 30 8 4 紬り返し.~いて陪記する 23.5 4 辞甚 25 0 

5 繰り返し杵いて暗記する 18 8 s 遥具 26 9 s 予測 23 5 5 予測 16 7 
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表 3から以下のことが明らかになった。まず、 日本語学習が「とても好き」グループの

学習者が使用しているストラテジーは主に 日本語が必要なものであることがわかった。特

に半分以上を占めている「実際に使ってみる」と「メディア」は自分が勉強した 日本語の

語彙を生かすス トラテジーである。また、 「尋ねる」は自分がまだ意味を知らない語彙や、

大体意味は分かっているが確信が持てない語彙を確認するためのストラテジーであると考

えられる。さらに、日本語の学習が好きであるため、日本語に関する文化、習慣、情報な

どに興味を持つようになり、それらに関する「メディア」を利用 している可能性も考えら

れる。その他に、 「辞書で語彙の意味を検索する」も少なくないため、このグループの学

習者は日本語学習が好きだからこそ、積極的に語彙を学習していると推測できる。次に、

「やや好き」グループの学習者の傾向は「とても好き」グループに近い。 しかし、 「とて

も好き」グループと比較して、 このグループは意味の図やワードリストのような「道具」

を作成するストラテジーが目立った。それはよりその語彙の知識を高め、あるいは自分が

興味を持っている語彙を記憶に残したいという強い意志で使用しているのだろう 。

その他に、 「語彙を発音する」ストラテジーと 「漢字や文脈から語彙の意味を予測する」

ストラテジーも少なくない。 「訊杯恥鵡叫品皿ふ血机紘も（よく発音すれば、よく覚え

てきて、効率的に実用ができる」 「゚r'1'11叩匹函m飼叩l-J(l匈Q叶嘩n1um函 n恥 1知呵n恥（発音

や発音Jレールを覚えられる）」という学習者のコメントによれば、その語彙に慣れ、日本

語母語話者のように発音できるよう 、発音するストラテジーを使用していることがわかっ

た。また、 「漢字や文脈から語彙の意味を予測する」ス トラテジーも漢字と語彙の意味を

同時に学習する機会になり 、予測の結果が正しくても間違っていてもはっきり 記憶に残る

とのコメントも見られた。

次に、 「普通」グループのストラテジーの使用はかなり散らばりがあり、 「実際に使っ

てみる」 「メディア」 「尋ねる」の各項目はいずれも過半数を超えないが、これらは主に

使用されているストラテジーであることがわかる。その点では「とても好き」と「やや好

き」のグループに似ているといえる。ストラテジーの使用に散らばりがある理由 として考

えられるのは「普通」グループの学習者は、日 本語学習が特に好きでも嫌いでもないため、

あるストラテジーにこだわらない可能性がある。そのため、回答にも散らばりがあるもの

と考えられる。

最後に、 「あまり好きではない」グループの回答で目立った点は他のグループと違い、

「メディア」はほとんどなかったことで、代わりに他のグループにはほとんど選択されて

いない「繰り返し書いて暗記する」が選択されていたことにある。1つの可能性と しては、

フェイスシー トによれば、 「とても好き」グループの学習者の 16人の中で 11人が「どう

して 日本語を学習するか」と い う質問に対し、 「趣味」だと 回答しており 、日 本語のメデ

ィアヘの関心を表示している。一方、 「あまり好きではない」グループの「どうして日本

語を学習するか」という質問項 目に対し、 「進学」や「就職」という 回答が多く、日本語
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学習の動機に影糊があると思われる日本のメディアヘの関心が薄いため、メディアに関す

るストラテジーを使わないという 可能性があると考えられる。一方で、 他のグループ同様

「実際に使ってみる」はよく使用されている。これは、日本に住んでいるという状況では、

「実際に使ってみる」ストラテジーは最も使いやすく、日本語学習とメディアの興味に関

係なく、どのグループの学習者でも使用しやすいものであることを示していると考えられる。

4.3.2学習者の自己評価の成功度と語彙学習ストラテジーの関係

フェイスシートの質問項目「あなたは日本語の学習に成功していると思いますかJ

に対する回答は、 「とても成功している」が 8名 (11.26%)、 「やや成功している」が 25

名 (35.21%)、 「普通」が 27名 (38.02%)、 「あまり成功していない」が 11名 (15.49%)、

「全然成功していない」が 0名 (0%)であった。 「とても成功している」と回答した学習

者は少数であったため、以下では「とても成功している」と「やや成功している」と回答

した学習者をまとめて分析することとする。

表4学習者の自己評価による日本語学習の成功度と学習者の考える効果的な語袋学習ストラテジー （最も選択されたストラテジーのみ）

とても成功している やや成功している 普通 あまり成功 していない

顛位 8人 顛位 25人 順位 27人 頗位 II人

ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ ストラテジ一 ％ 

I 辞書 50 0 I 実際に使ってみる 68.0 I 実際に使ってみる 66 7 I 実際に使ってみる 63 6 

2 実際に使ってみる 37 5 2 メディア 56 0 l メデ ィア 33 3 2 尋ねる 54 5 

3 尋ねる 37 5 3 尋ねる 40 0 3 尋ねる 29,6 3 メディア 27 3 

4 繰り返し苔いて暗記する 25 0 4 予測 32 0 4 辞苔 25.9 4 蝕り返し苔いてII行記する 27 3 

メディア 25.0 5 辞害 28 0 社 I)返し占いてII音記する 25.9 5 目標を立てる 27.J 
5 5 

道具 道具 25 Q 

表 4は、学習者の自己評価による 日本語学習の成功度で分けたグループ別に「効果があ

る」と考える語彙学習ストラテジー上位 5項目をまとめたものである。表 4から以下のこ

とが明らかになった。まず、 「とても成功している」及び「やや成功している」を選択し

た学習者グループは「実際に使ってみる」、 「メディア」、 「尋ねる」を多く使用してい

る。これらのストラテジーは自分が住んでいる環境、つまり 日本に住んでいるという環境

を生かして一番容易に使えるストラテジーだと言えるだろう 。また、 「とても成功してい

る」グループは「辞書」、 「繰り返して書いて暗記する」を多用しており、 「やや成功し

ている」グループの方も「予測」と「辞書Jというストラテジーを多用し、家での復習ま

たは予習で使われるストラテジーだと推察でき、 「実際に使ってみる」、 「メディア」、

「尋ねる」以外に補償ストラテジーとして使われるものである。次に、 「普通」グループ

は最も人数が多いグループで、使用 しているストラテジーもかなり散らばりがあったが、

その中で目立っているのは「とても成功している」と「やや成功している」グループと同

じく 「実際に使ってみる」、 「メディア」、 「尋ねる」というストラテジーが選択されて

いることだ。選択された理由として考えられるのは「実際に使ってみる」、 「メディア」、

「尋ねる」いずれも学習者にとって日本に住む環境を利用して容易に使用できるストラテ
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ジーであるためだろう 。最後に、 「あまり成功していないJグループの最も多く使われる

ス トラテジーも他のグループと類似した傾向にあり、 「実際に使ってみる」、 「尋ねる」、

「メディア」であった。つまり、この 3つのストラテジーは成功の程度に閑わらず、日本

在住の日本語学習者にとって自分が住んでいる環境を利用してより容易に使用できるスト

ラテジーであると言えるだろう 。また、同時に、学習者の日本語学習に対する成功度は、

選択するストラテジーの決定的な要因にはならないことを意味すると考えられる。

5. まとめと今後の課題

以上の調査の結果から、日本在住学習者の語彙学習ストラテジーの特徴や個人的要因

の関係が明らかになった。調査からは、 日本在住のタイ人学習者の場合、現在おかれてい

るJSL環境で利用しやすいストラテジーが優先的に選択されていることがうかがえた。こ

れは、学習者全般に言える傾向であった。また、選択されるストラテジーと個人的要因と

の関連については、日本語学習への態度がストラテジー選択に影響している可能性が示唆

された。一方で、日本語学習に成功したと考えるかどうか、という学習者の自己評価はス

トラテジーの選択に影響していないという可能性も示唆された。

今後は、本調査の学習者から挙がった、これまでのストラテジー研究では扱われてこ

なかった語彙学習ストラテジーの項目を参考に、タイ在住の学習者の語彙学習ストラテジ

ーと各要因との関係や語彙学習ストラテジーの特徴について調査し、タイ人 日本語学習者

にとって効果的な語彙学習ストラテジーを明らかにしたい。
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